
　　　　

2025 年 1 月 4 日

あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
1.私たちは医療人・福祉人として社会にこの世界(医療福祉)の魅力を、関わった方たちに元気と笑顔と幸せを伝えられるように貢献し続けます。
2.私たちは何時でも相手の視点に立つことを忘れず、決めつけや押し付けることなく、常に『想像力』を持ってその人の思いに寄り添います。

事業所名 通所支援事業所YELL 作成日

支援方針

①利用者様と向き合い、しっかりと受け止めることで支援者との相互の信頼関係を築き、楽しく安心して過ごせる場所を作ります。
②利用者様一人ひとりの持てる力や適性等を考慮した計画を立て、その活動を通して主体性、自立性を高める支援を行います。
③利用者様が心身ともに安定した生活が送れるように各専門職と連携しながら健康の維持と増進に努め、生活を楽しむためのサポートと環境を整えます。
④ご家族との連絡、相談等を密にし相互理解と信頼関係を築くとともに、レスパイトケアを担いご家族様の生活の充実に繋がるように努めます。
⑤地域社会に根差した活動を通して社会参加しやすい環境づくりに努めます。
⑥他施設との連携、情報共有を図り、利用者様を中心としたネットワークづくりの構築に努めます。

本
人
支
援

毎日のバイタルチェックを行います。
全身状態や呼吸状態の観察をすることで体調を安定させ定期的な来所ができるように援助していきます。
必要に応じて手洗い、アルコール消毒を行います。
外出活動やお買い物体験等を行います。
心も身体もリラックスできる、快適で心地よい環境を提供します。

土曜日や長期休暇中は個別活動と全体活動をしています。全体活動で色々な場所に外出しています。
理学療法士を中心にリハビリを行っています。活動中は姿勢に注意しコルセットの着用やポジショニングを行っています。
感覚特性は個々に異なるため、遊びや活動を制限せずにいろいろな感覚を使って楽しめるようにしています。
夏はプールや水遊びを行い、冬は温泉や足湯に入りに行く活動をしています。

オムツ交換時はパーティションを使用し個人の尊厳を守っています。
友達同士の関り合いが持てるようにスタッフが援助しています。
個々の力を発揮できるように本人の特性を踏まえて取り組みを行っています。
内容にできるだけ見通しが持てるような声掛けや情報の提示を行っています。
はじまりの会など毎日行うことをルーティン化させていき、イメージを持ってもらえるようにしています。

表情や動作、発声などで自分の気持ちを表現できるように促していきます。
気持ちを受け止めて共感することで表現する力を成長させていけるように援助します。
自分を表現する手段として四肢の動きや表情を変化させることを楽しんでもらいます。相手に伝わった喜びを感じ意思疎通を体験してもらいます。

スタッフとたくさんふれあい、声掛け等をしていく中で信頼関係が作れるように援助します。
友達の輪の中で過ごし、友達を意識する中で楽しく活動に参加できるようにします。
外出活動などに出ることで自分たちの存在を社会にアピールし活動の幅を広げます。

主な行事等

・保護者会・保護者サロン
・避難訓練・お誕生日会
・各季節行事（イースター・甲子園・夏祭り・運動会・ハロウィン・クリスマス・お正月・節分・ひな祭り）
・道の駅めぐり・桜や紅葉散策・初詣・卒業旅行

家族支援

・定期的な面談（半年に1回以上）
・送迎時や連絡帳での情報共有
・保護者会やサロンの開催
・発達状況や児の理解に向けた相談援助

移行支援

・家族への情報提供
・相談員との情報共有

地域支援・地域連携
・地域の子ども達(児童クラブ)との交流
・養護学校との連携
・かかりつけ医院との連携

職員の質の向上
・事業所内研修の実施
・外部研修への参加
・毎日のミーティングで情報共有や振り返り

事業所営業曜日・時間

サービス提供日

支　援　内　容

月曜日から土曜日（祝日・お盆休み・年末年始、台風等による学校の臨時休校日
は除く）・9：00～18：00

送迎実施の有無
守山市および野洲市の全域、栗東市の国道１号
線以北にお住まいの方

月曜日から土曜日（祝日・お盆休み・年末年始、台風等による学校の臨時休校日
は除く）

サービス提供時間
平日　12：00～17：00（学校の終了時刻による）
土曜日、学校休業日　10：00～16：00


